から、 ふいに 云い 出した。 〔# 「ふいに 云い 出した。」 は 底 

本で は 「ふいに 云い 出した。」 匕 

「昨晚 は、 どうも …… とんだ 失礼 をし ました ご 

「え？」 

「少し 飲んで いた ものです から、 よう 寝込んで しまつ 

て、 度々 どうも 。」 

「じゃあ …… あの …… ご 

「え、 足 を どうも 。」 

「ああそう です か。 私 こそ 失礼しました ご 

「いや、 どうも …… その …… 習慣に なって る ものです 

ゝ ？ o 

力、 匕 」 
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